
                                     

石
破
首
相
は
、
自
民
党
総
裁
選
挙
中

は
、
十
分
な
論
戦
を
国
会
で
行
い
、
国

民
に
判
断
材
料
を
提
供
し
た
後
「
解
散
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
解
散

が
遅
れ
れ
ば
「
裏
金
」
問
題
や
統
一
協

会
の
問
題
、
少
子
化
対
策
財
源
な
ど
を

追
及
さ
れ
て
判
断
材
料
を
与
え
「
不
利
」

と
の
判
断
に
立
ち
、
新
内
閣
発
足
後
過

去
最
速
の
解
散
を
決
め
ま
し
た
。
超
短

期
間
の
総
選
挙
、
有
権
者
の
皆
さ
ん
に

心
か
ら
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。 

大
本
は
二
つ
、
日
本
に
海
外
で
の
戦
争

参
加
を
押
し
付
け
る
ア
メ
リ
カ
言
い 

                       

な
り
の
政
治
、
財
源
に
消
費
税
を
位
置

づ
け
大
企
業
へ
の
適
正
課
税
に
反
対
し
、

働
き
方
改
革
と
称
し
て
非
正
規
労
働
者

を
大
量
に
生
み
出
し
た
財
界
大
企
業
中

心
の
政
治
で
す
。
こ
の
悪
政
を
「
も
と

か
ら
変
え
る
」
日
本
共
産
党
が
伸
び
て

こ
そ
国
民
の
声
が
届
き
ま
す
。 

身
近
な
要
求
実
現
に
全
力 

 

広
陵
町
で
も
継
続
し
た
取
り
組
み
で

中
学
校
給
食
が
実
現
し
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
は
「
学
校
給
食
の
無
償
化
を
実

現
す
る
会
」
の
活
動
を
全
面
支
援
し
、

町
の
給
食
費
値
上
げ
条
例
可
決
後
、
値

上
げ
実
行
を
令
和
８
年
４
月
ま
で
延
期

（
事
実
上
値
上
げ
撤
回
）
さ
せ
て
い
ま

す
。 学

童
保
育
問
題
で
も
、
混
乱
の
も
と

に
な
っ
た
「
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
」
の
民

営
化
が
令
和
６
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
が
、
日
本
共
産
党
議
員
団
は
民
営

化
反
対
の
立
場
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

高
い
ゴ
ミ
袋
問
題
で
も
、
県
下
10
市

町
村
が
無
償
で
あ
り
わ
が
町
で
も
無
償

化
す
べ
き
で
す
。
当
面
の
期
間
せ
め
て

半
額
に
と
提
案
し
て
き
ま
し
た
が
、
現

在
多
数
の
町
民
の
要
望
を
実
現
す
べ
く

「
ゴ
ミ
袋
半
額
」
に
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

 

日
本
共
産
党
の
議
席
が
伸
び
て
こ
そ

政
治
が
変
わ
り
ま
す
。
何
と
し
て
も
今

回
の
総
選
挙
比
例
で
の
躍
進
に
、
選
挙

区
で
は
池
田
え
い
子
に
お
力
を
お
貸
し

下
さ
い
。
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

    

         

９
月
議
会
報
告 

９
月
議
会
報
告 

９
月
議
会
報
告 

    

9
月
議
会
で
争
点
に
な
っ
た
の
は
、

建
設
か
ら
50
年
を
経
て
老
朽
化
し
た

中
央
公
民
館
の
建
て
替
え
問
題
で
し
た
。

町
は
設
計
・
施
工
・
運
用
を
一
括
し
て

民
間
に
委
託
す
るP

F
I

方
式
に
こ
だ
わ

り
、「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
開
催
で
住
民
の
意
見
は
既
に
聞

い
て
い
る
」
と
強
弁
し
て
い
ま
す
。 

問
題
１ 

役
場
庁
舎
の
建
て
替
え

を
こ
の
計
画
に
す
べ
り
こ
ま
せ
た
。 

 

議
会
で
も
殆
ど
議
題
に
し
て
い
な
い

役
場
庁
舎
を
、
現
在
の
グ
リ
ー
ン
パ
レ

ス
を
撤
去
し
て
跡
地
に
建
設
す
る
と
い

う
も
の
で
す
が
、
ど
ん
な
役
場
に
す
る

の
が
い
い
の
か
は
住
民
参
加
で
の
検
討

が
不
可
欠
で
す 

 

問
題
２ 

自
治
基
本
条
例
で
定
め

た
よ
う
に
「
重
要
な
課
題
は
住
民
に

報
告
し
て
一
緒
に
考
え
る
」
視
点
が

必
要
で
す
。 

 

「
二
千
名
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
住
民
の
意
見

は
聞
い
て
い
る
」
と
の
回
答
で
す
が
、

回
答
は
809
名
で
四
割
に
過
ぎ
ず
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
１
回
で
12
名
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
自
治
基
本
条
例
で
定
め
た
住

民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
の
発
想
が
必
要

で
す
。「
中
央
公
民
館
の
建
て
替
え
を
要

望
す
る
会
」
は
じ
め
す
べ
て
の
育
成
ク

ラ
ブ
と
の
綿
密
な
協
議
も
不
可
欠
で
す
。 

問
題
３ 

中
央
公
民
館
運
営
審
議

会
は
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

中
央
公
民
館
の
建
て
替
え
問
題
が
テ

ー
マ
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
条
例
で
定

め
ら
れ
た
中
央
公
民
館
運
営
審
議
会
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
言
わ
ば
当
事

者
の
議
論
を
経
な
い
で
民
間
会
社
に
一

括
し
て
委
ね
る
手
法
が
い
か
に
乱
暴
な

の
か
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。 

問
題
４ 

初
期
費
用
で
41
億
円
の

巨
額
を
要
す
る
事
業
で
、
住
民
合
意

が
不
可
欠
。 

 

計
画
そ
の
も
の
を
見
直
し
住
民
合
意

が
で
き
る
よ
う
に
、
各
大
字
や
自
治
会

に
説
明
・
懇
談
を
行
う
の
は
最
低
限
の

条
件
で
す
。
町
の
報
告
で
は
、
現
時
点

で
こ
の
方
式
で
の
初
期
費
用
が
41
億

円
と
い
う
大
き
な
出
費
で
あ
り
。
こ
の

資
金
は
民
間
会
社
か
ら
借
り
入
れ
る
予

定
で
あ
る
こ
と
か
ら
利
息
も
大
き
な
も

の
に
な
り
ま
す
。
よ
っ
て
住
民
合
意
を

得
て
支
出
に
つ
い
て
了
解
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
す
。 
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中
央
公
民
館
「
整
備
」
に
PFI
方

式
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
契
約
を

予
算
決
定
（
敬
称
略
） 

（
賛
成
8
：
谷
内
・
小
原
・
千
北
・
小
西
・

笹
井
・
坂
野
・
青
木
・
吉
村
）（
反
対
5
：

河
野
・
八
尾
・
坂
口
・
岡
本
・
山
田
） 

衆
議
院
選
挙
日
程
決
ま
る 

 
 

10
月
15
日
（
火
）
告
示 

 
 

10
月
27
日
（
日
）
投
票 

 

希望ある未来へ 
日本共産党の躍進を！！ 

     自民党政治は末期症状。日本共産党は来る総選挙で 

   「アメリカいいなり」「大企業中心」の政治を、もとから 

    変え、「希望が持てる新しい政治を」と訴えています。 

マイナカード 

大混乱 

財界発の保険証廃止

に批判噴出。保険証は 

存続を。 

 

 

敵基地攻撃 

軍事費 2倍 

震源地はアメリカ。

暮らしも経済も壊

す。平和の準備こそ。 

 

高すぎる学費 

学費を当面半額、

そしてゼロへ。入学

金ゼロ。奨学金は給

付制に。 

チェンジ自民党政治 比例代表は日本共産党へ！

へ！へ！ 
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